第II章 : 遺跡の位置と環境(佐渡金山遺跡（佐渡奉行所跡）（陣屋・役所・役宅・御金蔵・寄勝場） : 国史跡佐渡奉行所跡復元整備に伴う発掘調査報告書) by 佐藤, 俊策 et al.
第H章 遺跡の位置と環境
第1節　位置と地理的環境
　佐渡金山遺跡（佐渡奉行所跡）は新潟県佐渡郡相川町大字広間町1番ノ1に所在し、標高は44．631mを
測る。相川町は佐渡ケ島・大佐渡山脈の西側地域で、極東東経138°29’13”、極北北緯38°16’12”、極南
は北緯37°5726”に位置し、東西7．9km、南北44．7㎞、総面積は192．60㎞、人口9，928人（平成11年3月31
日現在）、全面は日本海にのぞみ、本土からの距離は新潟港から両津港まで航路67．2㎞、さらに、国道350
号線を北西へ26㎞（町部まで）の地域である。
　地勢は、東に主峰金北山（1，173m）から北北西にタダラ峰・大倉山を経て立ケ平山（552m）、南南西
に霧島・小仏峠・青野峠と稜線をおい谷地ケ平（185m）に至り、ほぼ西方に向かって傾斜し、大佐渡山
脈の稜線を境に佐和田町・金井町・両津市と接している。
　奉行所は鉱山町相川の海岸段丘西の先端部に立地し、調査面積18，542㎡を測る。眼下に日本海と下町を
一望できる。市街地は海岸低地に沿って南北に延びる下町と、緩い傾斜を持った段丘上の東西に延びる上
町からなりT字状を呈する。上町の東奥には鉱山地帯が広がり、鶴子銀山へ通ずる山道があって当初は人
通りが激しい基幹道路であった。金山の入り口には上相川番所が置かれていた。
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第1図　周辺の地形
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　下町と上町は段丘斜面の勾配が急で、石段のあるいくつかの坂道で結ばれていた。奉行所の南には長坂
があり、陣屋の腰をきって西坂が通じ、いずれも下町の中心街へ連絡しており、北側には勘定町を抜けて
帯刀坂があり下町の濁川通りへ通じた。初期には上町が相川の中心として栄えたが、都市計画による海浜
の埋め立てで町や港が整備されると中心は下町へ移動していった。　遺跡は高低二段の平地で構成されて
いる。上段の平地は周囲に堀を巡らせて構内の区画を明確にし御金蔵、役宅、役所、奉行住居と執務の陣
屋が建ち、下段の平地には寄勝場と称して製錬の工場群が集中し、金銀の密売防止を取り締まった。
第2節　周辺の遺跡
　佐渡奉行所跡は、相川町中心街のほぼ中央に位置している。それを取り巻くように縄文・弥生・古墳時
代の遺跡が海岸段丘上及び舌状台地上に見られる。吹上遺跡（古墳）のように海岸のすぐ近くにあるもの
からは、製塩土器がたくさん出土するなどの特色が見られる。1～4の縄文遺跡からは、縄文土器・石
錨i・石棒・石錐・石斧などの出土が見られる。5～11までの遺跡では、須恵器・土師器・陶磁器の出土
を見る。
　鬼ケ城遺跡は中世の特色を持つ代表的な遺跡である。海岸段丘上で最も突出した高台に位置し、その規
模からして敵の侵入に対する見張りの為の、本城の出城と考えられる。これより北に続く相川町の海岸線
では、同じ様な意図で建てられたと考えられる中世の城跡が、段丘上に数多く点在する。遺構の規模から
も、城というよりは砦といった程度のものと考えられる。
　街の中心部に遺跡が少ないのは、江戸時代に金山の発展と共に人口が増え町並みが広がっていきその場
所で増築・改築・新築がくりかえされている為と思われる。したがって、町の中心部では下戸岩陰遺跡の
ように相川小学校建設工事にともなっての発見、向の畑遺跡のように相川測候所建設工事にともなう発見
など、大規模開発にともなう遺跡発見が多い。
第1表　佐渡奉行所跡近辺の遺跡一覧表（次頁　第2図参照）
1．向の畑遺跡
2．開遺跡
3．中山之神遺跡
4．小川貝塚
5．イチカ潟遺跡
6．鬼ケ城遺跡
7．下戸岩陰遺跡
8．吹上遺跡
9．ミルメ岩陰遺跡
10．野萩遺跡
縄文
縄文
縄文
縄文
縄文・平安
縄文・平安・室町
古墳
古墳
古墳
平安
11．下戸北野天神遺跡
12．道違遺跡
13．羽田城跡
14．金太郎窯遺跡
15．大久保石見守長安の逆修塔
16．鎮目奉行墓遺跡
17．水金沢窯跡遺跡
18．佐渡金山遺跡
19．高崎不動線彫磨崖仏
20．春日崎線彫地蔵磨崖仏
平安
平安
中世
江戸
江戸
江戸
江戸
江戸
江戸
江戸
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3節　奉行所の概要
①敷地（構内）
　慶長8年（1603）に大久保長安が奉行に任命されると、これまで鶴子銀山の外山にあった陣屋を相川に
移転した。当時、山崎宗清が所有していた土地を500両で買収し、陣屋工事をはじめた。翌年、完成と同
時に本人は小佐渡の松ケ崎へ着岸し、相川へ来て町造りや金山の仕法改革を行なうに至る。『佐渡相川志』
が記すように「囲いは弥十郎町思案橋から北は勘定町まで、南は同心町・米屋町、西は七軒屋から地獄
谷・城ノ腰・小判所まで御門内」で、10，000坪を超える広い敷地であった。大久保長安から普請役人水田
与左衛門に宛てた書状には、「一、うらのす・みやの手つかいよき様に可致候、くわしくは山城所へ申越
候事。一、うらのす・みやへ越候所、女共居候所より参り候道にほそほそとらうかをいたし、らうかつた
ひにありき候様に可致候、らうかは上はかりふきてしたはとひ石にて参候様可致候。一、うらのす・みや
のにはにも兼而如申井のもとほりてくるま井戸にいたし置可申事。一、座敷は小座敷にもいたし、へいの
内ひろくいたし方々より参り候様に可致事。以上、極月廿二日」とあるように、築山・茶屋・書院など施
設は贅を極めた（註1＞。また、佐渡へ来るには同道者250人のうち女7・80人を従え、朝夕の食事等で
町々の者が苦労したと『当代記』が云うように、豪勢な行列を組んで佐渡へ乗り込んでいる。
　元和4年（1618）の鎮目奉行時代には、贅沢な施設を取り壊し、余分な敷地は後藤庄三郎一族を江戸か
ら呼び寄せて小判を鋳造させ輸送費の削減をはかったり、上級役人の役宅地にして、現在の3313坪の囲
いに縮小したと『佐渡相川志』は伝える。
　宝暦9年（1759）までは、勝場・床屋が町内の三ケ所にあって製錬をすすめていたが（註2）、抜荷が
多く監視が容易でないために、石谷備後守が江戸幕府に伺いの上、下段の広場650坪と、付近の地役人拝
領地900坪余を没収、その他民有地を買収して面積を拡大し、工場群を一ケ所に集めて、作業効率の進捗
と監視をはかった。これまであった武具蔵、稲荷堂は上の役所台地に移転し、馬場を造り変えて、一曲輪
を寄勝場と称し、床屋、勝場の工場群と小判所や、吹立所、定問吹所のほか役所・鍵置場・炭小屋等を置
き指揮監督の一元化と、入口に辰巳口や坂本口の口留番所を配して取締体制の強化をはかった。『佐渡国
略記』は寄勝場の敷地3266坪7分6厘で、本途買石11軒、付山買石8軒、外吹買石27軒が7月朔日より
鍵粉成を始ると記し、元和に敷地を縮小してから初めて囲地を拡充し、作業の向上を促進した。文久2年
（1862）の「奉行所絵図」には御役所向御構内惣敷地3236坪余、勝場向同a260坪余とあり、寄勝場敷地
は、当初と殆ど変化が見られない。
②役所の改廃
　当初は奉行所絵図がないため施設配置が定かでない。しかし、『佐渡相川志』等により、おおよその配
置を知ることができる。奉行所絵図は寛延の火災後に比較的多く残されているため、幕末までの施設配置
がはっきりしている。町方役所2軒は正徳5年（1715）、享保13年（1728）まで役宅内にあり、宝暦元年
（1751）まで広間役の兼帯で広間の隅で事務を処理した。地方役所は元禄検地まで役宅で処理した。山方
役所は役宅の玄関に6坪の板張事務所があり板場と呼んでいたが、元禄5年（1692）に印銀所へ移り堀に
橋をかけて出入りしている。
　「寛延の再建絵図」には、中央に広間役所が建ち、上級役人が広間にいて勘定所、吟味方役、御白州、
手形改所、書役、町同心詰所など奉行所中枢の役職が広間を取り巻くようにあった。そして南西には佐渡
一国通用の印銀役所、江戸へ送る金を格納する土蔵と御金蔵役所が一角を占め、堀に沿って南から北に役
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所や大御門番所・使役長屋が並んでいた。時代の流れや需要に応じて役名が改称され（註3）、仕法改革
等によって次第に中央の役所へ統一されて行ったものと考えられる。『佐渡年代記』には以前の役所面積
725坪を再建により500坪余に減少するとある。江戸前半期は、奉行は江戸の役職と兼帯で、常には江戸
にあって、佐渡に留守居を置き、留守居役に指示して島を支配し、任期中の佐渡渡来は一度か、ないかで
あったが、正徳2年（1712）に奉行二人制の改革があり、一人は佐渡に在住して支配を全うし、一人は江
戸にあって会計や清算に当った。一年ごとの交替で佐渡在住が決められ、事務引継時の新旧の陣屋が必要
になって、広間役所の北側に向陣屋を新築して、旧任者の寓居になった。
　寛延元年の奉行所類焼で水不足を痛感したのか、東西堀を穿って守りを強化すると同時に火災時の用水
を兼ねたようで、宝暦7年の『佐渡国略記』に七軒屋前の新堀という言葉が出てくる。発掘調査の結果、
東西方向の堀際の石垣は土を掘った中へ築くためか裏込石が多く、基礎土も軟弱であり、南北方向の石垣
は基礎土に積んでおり、石の形態も異なる。また、『佐渡年代記』では、明和5年（1768）に普請所を北
へ移動し、跡へ江戸広間役宅を新築した記録があり、寛政11年（1799）の「奉行所再建絵図」には、堀
の傍は江戸から派遣された広間役人の役宅となっている。
　江戸後期になってロシアの南下政策や時代の流れに応じて、異国の黒船が頻繁に日本海へ現れるように
なると、佐渡奉行は異国船の動向監視が新しい任務に加えられた（註4）。　佐渡奉行所の役人だけでは島
の守りが不安とみた幕府は、越後3藩の応援で対処するよう命じ、以後3藩が交替で佐渡の防禦に精出す
が、佐渡では奉行所の守りが弱いことから、陣屋南の池を潰して西南の斜面境いに土塁を築くのもこの頃
である（註5）。土塁は幅3間で下は石積であった。
　奉行所は陣屋、役所、御金蔵、役宅、寄勝場の5つに大別され、それぞれ柵や塀で囲んでエリアを明確
にし、幕末に及んだ。
③奉行所の焼失
　奉行所は近世に5度の火災で類焼している。即ち、正保4年（1647）、寛延元年（1748）、寛政11年
（1799）、天保5年（1834＞、安政5年（1858）である。
　正保4年6月朔日に新五郎町の若狭与次兵衛から出火して、炎天下で水が無く、東風が烈しいため奉行
所も全焼し、上町の大半を焼失する惨事となり、奉行所が類焼する最初であった。
　寛延元年は再建から102年目のことで、7月15日の夜に、米屋町・吉三郎方から出火して上町台地の南
半分を焼いた。奉行所も御金蔵土蔵一棟、土蔵一棟、使役長屋5棟、下長屋と土蔵1棟を残しただけで、
全焼に近い被害を受けた。即ち、米屋町の吉三郎方から出た火は、弥十郎町思案橋の下から西へ燃え広が
り民家、陣屋、役家、使役長屋などを焼失した。これを契機に七軒屋前の通りに東西方向に新堀ができ、
防火用水と御金蔵の守りを固める役目を担った。
　寛政11年5月7日の夜には支配組頭・南條助七郎役宅から火が出て構内に燃え移り、御金蔵3棟、広
間役の土蔵1棟、定問吹所、小判所、本途床屋役所を残すのみで、寄勝場は無事であったものの、上の台
地は全焼と云える被害であった。
　天保5年9月24日は構内の作事小屋から火が出、折りからの西風で味噌屋町、八百屋町、長坂町、下
京町、中京町、会津町、左門町、米屋町のほか組頭南役宅、後藤役所、学問所、剣術道場、孔廟、奉行所
関連施設と町会所、鐘楼を焼き、構内は陣屋、役所、御金蔵と寄勝場を残し類焼した。岩木文庫にある
『佐渡国資料集』によると、陣屋を含め御役所向御囲内の総建坪2，079坪と記載している。
　安政5年7月27日には南沢町・三之助方から出火し、下町は羽田町から北側と上町の大半が類焼する
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相川最大の火災となって、1，273棟を焼失し、焼死者7人を出して鎮火した。町数は33町に及び、小前の
御救米は250石であった。
④地役人
　地役人は慶長・元和・寛永期に必要に応じて採用された。『諸役人御抱年暦』によると、慶長9年と元
和4年が25名と22名で飛び抜けて多い。『本国並宗旨旦那寺』には本国甲斐で旧武田家臣が目につく。大
久保長安により陣屋が相川へ移転した年と、鎮目奉行が任命された年に多い。初期には大久保、鎮目、伊
丹播磨守など甲州出身者が奉行に任命される機会と、武田家滅亡により佐渡へ渡海した家臣が多かった故
であろう。幕末まで採用は続くが、江戸初期の採用が大半を占め、後は欠員補充の感が強い。
　地役人は転勤がない御抱筋の採用で、一代限りの就職であったが、譜代同様に跡目相続で職を継ぎ、幕
末を迎えた者が多い。しかし、新田開発や特別功労によって譜代の家格となり、待遇改善の恩恵を蒙った
地役人もある。例えば岩間半左衛門が文武両道にすぐれ民情に精通し公平を重んじた勤勉実直ぶりは江戸
城中に知れ渡り譜代筋の与力格となった。万歳景吉は父が日本初の洋式帆船を回送中に能登沖で時化に逢
い殉職したが、嫡男が父の功績により譜代筋になった。辻　吉兵衛は勤務成績優秀で本人は一代限り広間
役次席に格付され手当金5両の下賜が付与され譜代筋に列せられた。このように幕末までに5家が、身分
不安定で一代限りの御抱筋から、無職でも禄が支給される世襲の御譜代筋に格上げされている（註6）。
これが抱筋の地役人の励みにもなった。
　地役人は最高で広間役までしか昇進しなかった。当初は留守居役と呼ばれていたが、正徳3年から奉行
在任によって月番役と改称し権限を縮小した。宝暦3年（1753）の仕法改革により、代官2人制がしかれ
て代官は金山・地方を支配し、奉行は寺社・公事・町方だけの支配となった。地役人はそれぞれ代官に従
い移動した。江戸からは組頭2人が、続いて宝暦8年には広間役2人が派遣されたが、明和2年（1765）
に代官制が廃止となり、奉行の権限は元に復し、地役人も代官陣屋から帰ってきた。離島で金山は勿論一
島支配や港湾管理、金銀輸送など奉行の任務は広く、繁忙を極めた。このため組頭・広間役の派遣は幕末
まで続いて奉行の事務多端を補った。
　月番役は、次席の町方役、在方役、吟味方役の4役10名と一緒に広間役と改称し、与力格に昇格して
役扶持20人扶持が支給となった。平役を並役といい、定役は役職者で並役の上にあって、これにも役扶
持がつけられた。
　正徳3年（1713）の『諸役人勤書』では220人の役人の中で約80人が奉行所内に勤務しており、他に御
雇町人や水主・医師等がいた。役人は時代の流れや社会の進歩につれて序々に増えたようである。『佐渡
年代記』の代官制による宝暦3年（1753）には2人の代官に割振りされて、奉行の直接支配役人は53人
に減少し、うち46人が常時囲内にいた。代官側には役人118人と御雇町人33人等が勤務場所の変更を与
儀なくされたが、早くも宝暦9年には金山支配が奉行に復し、明和2年（1765）に他の代官制も廃止され
て元に復した。寛政4年（1792）の『佐渡奉行支配役名井格式等其外明細書』では地役人277名のうち、
約200人余が奉行所構内で働いていた。当初は役宅を役所に使用したりだったが、需要によって新しい役
職が生まれ、人数も増加して、次第に奉行所内に役所の統合が進んだのである。
註1　西川明雅・原田久通『佐渡年代記』佐渡郡教育会編　昭13
註2　高田備寛・原田次郎右衛門『佐渡四民風俗』橘正隆編　昭26
註3　永弘寺松堂『佐渡相川志』佐渡高校同窓会編　昭43
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『天保14年奉行所絵図』相川郷土博物館蔵
註1に同じ
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